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■
交
通
体
系
の
整
備

　

町
道
の
改
良
、
舗
装
の
修
繕
、
側

溝
の
敷
設
は
、
生
活
基
盤
整
備
の
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

■
交
通
安
全
・
防
犯

　

交
通
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
て
、

各
種
交
通
安
全
推
進
団
体
と
連
携
し

て
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
通
行
危
険
箇

所
や
交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
箇
所
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
、
道
路
照
明
灯
を
設
置
す
る

な
ど
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
行
い
、
町
民
の
皆
様
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
住
環
境

　

町
営
住
宅
の
適
正
な
維
持
管
理
と

塚
越
団
地
の
長
寿
命
化
を
図
る
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
震
災
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
耐
震

診
断
を
行
っ
た
方
に
、
費
用
を
助
成

す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

住
宅
を
取
得
す
る
若
者
夫
婦
世
帯
等

に
対
し
て
、
購
入
費
用
を
助
成
す
る

制
度
を
新
設
し
ま
す
。

■
環
境
の
保
全

　

全
域
が
県
立
長
瀞
玉
淀
自
然
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
当
町
の
恵
ま
れ

た
自
然
と
美
し
い
景
観
の
保
全
に
努

め
る
と
と
も
に
、
町
民
参
加
に
よ
る

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
、
地
域

景
観
を
花
と
緑
で
美
し
く
保
ち
、
年

間
を
通
し
て
花
を
楽
し
め
る
、
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

と
高
効
率
給
湯
器
の
設
置
世
帯
に
対

し
て
購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■
危
機
管
理

　

防
災
行
政
無
線
や
消
防
自
動
車
な

ど
の
防
災
上
重
要
な
設
備
の
維
持
管

理
と
資
機
材
の
充
実
に
努
め
、
地
域

防
災
の
中
核
と
し
て
活
動
す
る
消
防

団
の
活
性
化
に
取
組
み
ま
す
。
平
成

25
年
度
は
、
埼
玉
県
消
防
協
会
秩
父

支
部
の
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
大
会
へ
の
出
場
機

会
を
通
し
て
、
消
防
団
員
の
操
法
技

術
の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
備
え
、
非

常
食
な
ど
を
備
蓄
す
る
と
と
も
に
、

防
災
訓
練
の
実
施
や
防
災
備
品
の
整

備
を
行
う
自
主
防
災
組
織
を
支
援
し

ま
す
。

■
環
境
衛
生
の
推
進

　

春
と
秋
に
行
う「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
」

に
よ
り
地
域
美
化
清
掃
運
動
を
引
き

続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
法
投

棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
補
助
を
は
じ

め
、
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
有
価
物
回
収

に
奨
励
金
を
付
与
す
る
な
ど
し
て
、

ゴ
ミ
排
出
量
の
抑
制
と
資
源
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域

外
の
地
域
で
、
個
人
設
置
型
か
ら
市

町
村
整
備
型
へ
浄
化
槽
の
切
替
え
を

促
進
す
る
皆
野
・
長
瀞
上
下
水
道
組

合
を
支
援
し
ま
す
。

健
康
と
福
祉
の
向
上

健
康
と
福
祉
の
向
上

■
包
括
支
援
ケ
ア

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

を
図
り
、
高
齢
者
や
介
助
家
族
か
ら

の
相
談
を
受
け
た
り
、
介
護
に
必
要

な
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
と
と
も

に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

医
療
機
関
と
の
連
携
や
公
的
サ
ー
ビ

ス
以
外
の
社
会
資
源
の
活
用
な
ど
を

含
む
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　

高
齢
者
と
障
が
い
者
の
複
合
型
共

生
施
設
を
整
備
し
、
障
が
い
者
の
就

労
支
援
や
日
常
活
動
、
高
齢
者
の
介

護
予
防
や
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

■
児
童
福
祉

　

就
学
前
の
子
ど
も
が
激
減
し
て
お

り
、
少
子
化
対
策
が
最
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
子

育
て
を
さ
れ
る
方
を
総
合
的
に
支
援

し
ま
す
。
保
育
料
を
据
え
置
き
、
子

育
て
に
か
か
る
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て

中
の
保
護
者
が
孤
立
す
る
こ
と
の
無

い
よ
う
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
拡
充
さ
せ
、
子
育
て
総
合
窓

口
の
設
置
や
子
育
て
相
談
、
子
育
て

訪
問
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
子
ど
も
を
養

育
す
る
保
護
者
に
対
し
、
児
童
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

施
政
方
針

施
政
方
針
長
瀞
町
長　

長
瀞
町
長　

大大  

澤澤  

芳芳  

夫夫

　

３
月
７
日
㈭
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
町
長
が
新
年

度
に
あ
た
っ
て
の
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
主
要
な
施
策

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

生
活
環
境
の
整
備

「生活環境の整備」主な事業
事　業　名 金　　額

防災無線維持管理事業 264万9千円

消防防施設維持管理事業 427万9千円

道路新設改良事業 8,181万円

交通安全施設整備事業 200万円

非常備消防事業 1,266万1千円

廃棄物一般事業 256万円

温暖化対策事業 155万円

下水処理事業 2億8,228万9千円

し尿処理事業 4,654万3千円

浄化槽設置整備事業 877万7千円

定住促進対策事業 400万円

住宅管理事業 1,202万7千円

耐震改修促進事業 50万円

町営住宅長寿命化改善事業 890万円

「健康と福祉の向上」主な事業
事　業　名 金　　額

心身障害者等補助事業 1,045万7千円

障害者自立支援給付費事業 1億2,193万3千円

児童保育事業 1億3,239万円

児童虐待防止推進事業 195万1千円

児童手当事業 1億2,015万9千円

放課後児童クラブ事業 1,608万1千円

成人健康推進事業 929万6千円

予防接種事業 1,246万5千円

子宮頸がん等予防ワクチン接種緊急促進事業 646万7千円

重度心身障害者医療費支給事業 1,700万1千円

こども医療費支給事業 1,889万8千円

国民健康保険事業 7,941万8千円

介護保険事業 9,496万円

後期高齢者医療事業 1億566万円

在宅福祉事業 279万2千円

老人保護措置事業 653万8千円

ひとり親家庭等医療費支給事業 233万8千円

母子保健事業 804万6千円
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■
支
払
手
続
き
の
簡
素
化

　

こ
ど
も
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
の
福

祉
３
医
療
制
度
の
秩
父
郡
市
内
に
お

け
る
医
療
機
関
等
で
の
窓
口
払
い
を

廃
止
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
不
妊
治
療

に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

制
度
を
新
設
し
ま
す
。
ま
た
、
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク

チ
ン
、
小
児
用
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
、
40
歳
以
上

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対
象
と
す

る
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費
用
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
助
成
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
が
足
を
運
び
や
す
い
地
区
公

会
堂
な
ど
を
会
場
と
し
て
、
運
動
機

能
を
保
つ
た
め
の
運
動
教
室
、
頭
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
脳
の
活
性

化
を
図
る
「
脳
ト
レ
塾
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
地
域
保
健
福
祉

　

民
生
委
員
を
軸
と
し
て
地
域
で
の

見
守
り
や
繋
が
り
を
支
援
し
て
い
く

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
保
健
福
祉

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

産

業

の

振

興

産

業

の

振

興

■
農
林
業

　

近
年
多
発
し
て
い
る
有
害
鳥
獣
に

よ
る
農
産
物
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
防
護
施
設
設
置
の
奨
励

や
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
。

■
商
工
業

　

町
内
事
業
者
を
使
い
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
を
行
っ
た
際
に
、
そ
の
費
用
を

助
成
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

■
観
光

　

国
や
県
の
助
成
制
度
を
積
極
的
に

活
用
し
、
観
光
資
源
の
開
発
や
新
た

な
観
光
商
品
を
発
売
し
て
イ
メ
ー
ジ

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
観
光
地
と
し

て
更
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
協
会
を
引
き
続
き
支
援

す
る
と
と
も
に
、
連
携
を
密
に
し
、

き
め
細
か
い
情
報
発
信
や
観
光
宣
伝

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
外
国
人
を
含

め
た
観
光
客
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

教

育

の

充

実

教

育

の

充

実

■
学
校

　

授
業
時
数
の
確
保
の
た
め
、
学
期

に
１
回
程
度
の
土
曜
授
業
を
実
施
し
、

学
力
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
私

立
幼
稚
園
へ
の
就
園
奨
励
費
の
助
成

を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
就
学

児
童
・
生
徒
を
持
つ
経
済
的
に
恵
ま

れ
な
い
家
庭
に
対
し
て
も
資
金
援
助

を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
の
安

全
・
安
心
を
図
る
た
め
、
町
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
学
校
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
遊
具
施
設

の
補
修
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨

房
機
器
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
青
少
年
育
成

　
「
青
少
年
健
全
育
成
長
瀞
町
民
会

議
」
を
核
に
、
町
ぐ
る
み
で
あ
い
さ

つ
運
動
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

地
域
ぐ
る
み
の
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習

　

町
民
の
自
主
的
、
創
造
的
な
文
化

活
動
を
育
成
支
援
す
る
た
め
、
文
化

団
体
へ
の
活
動
支
援
や
、
文
化
展
、

公
民
館
・
ホ
ー
ム
ま
つ
り
な
ど
、
活

動
成
果
の
発
表
の
場
と
利
用
者
同
士

の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

■
人
権
尊
重

　

人
権
問
題
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
る
た
め
、
教
職
員
を
対
象
に

し
た
研
修
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
児

童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
校
人
権

教
育
、
町
民
を
対
象
と
し
た
社
会
人

権
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
棟
ト
イ
レ

の
改
修
工
事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
の
補
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
と
行
政
の
協
働

町
民
と
行
政
の
協
働

■
住
民
の
参
画

　

毎
月
２
回
金
曜
日
の
夜
間
と
、
毎

月
最
終
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
窓
口

業
務
の
開
庁
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で

あ
る
町
民
皆
様
の
声
を
聞
き
、
町
政

に
反
映
さ
せ
る
制
度
の
充
実
、
各
種

委
員
の
公
募
や
女
性
の
積
極
的
な
登

用
、
審
議
会
な
ど
の
会
議
の
公
開
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成

　

心
豊
か
で
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的

に
活
動
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
」
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

振
興
対
策
事
業
補
助
制
度
を
活
用
し

て
各
行
政
区
が
行
う
環
境
整
備
事
業

を
助
成
し
ま
す
。

■
広
域
行
政

　

定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
き
、
観

光
や
環
境
分
野
を
重
点
に
置
き
つ
つ
、

各
分
野
で
地
域
振
興
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
財
源
の
確

保
と
歳
出
の
削
減
に
、
不
断
の
努

力
を
怠
る
こ
と
な
く
臨
み
ま
す
。

ま
た
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
は
、
創
意
と
工
夫
を

凝
ら
し
て
対
処
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

「教育の充実」主な事業
事　業　名 金　　額

学校コンピュータ整備事業 677万9千円

学校施設等改修事業 341万9千円

特別支援教育学校支援員事業 529万5千円

小中学校入学祝金支給事業 275万円

小・中学校施設管理事業 1,827万5千円

総合グラウンド整備事業 984万5千円

旧新井家住宅・郷土資料館事業 390万2千円

学校給食施設維持管理事業 3,844万4千円

「産業の振興」主な事業
事　業　名 金　　額

観光施設管理事業 626万5千円

インフォメーション事業 380万2千円

花いっぱい推進事業 123万1千円

緑の村管理事業 1,091万5千円

桜管理事業 100万円

農業振興対策事業 221万円

住宅リフォーム等資金援助事業 80万円

林道管理事業 109万1千円

宝登山枯損木等除伐再生事業 525万円

「町民と行政の協働」主な事業
事　業　名 金　　額

広報紙発行事業 258万2千円

区長会事業 626万5千円

ちちぶ定住自立圏事業 1,540万円

固定資産鑑定評価事業 444万9千円
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■
町
長
提
出
議
案

◇
長
瀞
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の

制
定
に
伴
い
、
町
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
本
部
を
設
置
す
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等

の
指
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◇
長
瀞
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

◇
長
瀞
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◇
長
瀞
町
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め

る
条
例

◇
長
瀞
町
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路

の
構
造
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◇
長
瀞
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
な
ど
の
施
行
に
伴
い
、
制
定
又
は
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
議

会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◇
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
障
害
者
自
立
支
援
法
の
題
名
改
称
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
題
名
が
障
害
者
の
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
に
改
称
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
条
例
及
び
特
別
職
の
委

員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

勤
務
１
時
間
当
た
り
の
給
与
額
の
算
出
方
法
に

つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
平
成
24
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
，
４
７
２
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
32
億
７
，
５
４
８

万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
24
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
６
８
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
10
億
２
，
５
８
６

万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
24
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
６
５
万
４
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
６
億
４
，
９
１
５
万
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
25
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

新
年
度
予
算
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
予
算
の

概
要
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
か
ら
２
組
合
を

脱
退
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

◇
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合
の
規

約
変
更
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
２
組
合
を
加

入
さ
せ
る
こ
と
並
び
に
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◇
長
瀞
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

風
布
地
内
の
路
線
を
認
定
、
変
更
す
る
も
の
で

す
。

■
議
員
発
議
案

◇
長
瀞
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◇
長
瀞
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

平
成
25
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
26
議
案
を
可
決

３
月
定
例
会
報
告

　

３
月
７
日
㈭
、
８
日
㈮
に
平
成
25
年
第
１
回
長
瀞
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長

提
出
議
案
24
件
、
議
員
発
議
案
２
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
名
の
議
員
が
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

　「ふるさと長瀞応援寄附」について、ホームページや広報紙でＰＲし寄附を募ったところ、７名の方から
総額51万円のご寄付をいただきました。ご寄附をいただいた皆様に、厚くお礼申し上げます。この寄附金は、
ご寄附いただきました皆様のご意志を反映し、次に掲げる平成25年度の事業に活用させていただきます。
　　　　　快適な環境と安心して暮らせるまちづくり事業　　　　道路維持管理事業　　　６万円
　　　　　健康で生きがいのあるまちづくり事業　　　　　　　　子育て支援事業　　　　22万円
　　　　　活力ある産業を育てるまちづくり事業　　　　　　　　花いっぱい推進事業　　23万円

　※氏名・寄付金額公表の了承をいただいた方　　　五十嵐春治 様　２万円、川崎学 様　１万円

 問合せ 　総務課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

44  ふるさと長瀞応援寄附ふるさと長瀞応援寄附  44
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　当町のまちづくりの基本となる、平成25年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　一般会計の予算額は、30億1,159万８千円で、前年度と比較すると、1億1,481万１千円（4.0％）の増額となりました。
　今年度予算は、国・県支出金が増加したものの、地方譲与税などの減収が見込まれる厳しい財政状況の中、一般行政経
費の見直しと削減を図りつつ、限られた財源を効果的に配分する「枠配分方式」により、必要な事業に重点的かつ効率的
な予算配分を行いました。

自
主
財
源

41.8％

依
存
財
源

58.2％

町税

繰入金

8億4,061万1千円（27.9％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

2億4,514万6千円（8.1％）

5,000万円（1.7％）

町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

地方交付税 10億500万円（33.4％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

町債 2億6,990万円（9.0％）
建設事業の財源に充てるため借り入れるもの

県支出金 1億6,922万1千円（5.6％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

国庫支出金 1億8,777万1千円（6.2％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

その他 1億1,990万1千円（4.0％）

繰越金
前年度からの繰越金

1億2,404万8千円（4.1％）その他

民生費 7億8,378万1千円（26.0％）
社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

衛生費 4億9,338万9千円（16.4％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 2億9,738万4千円（9.9％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億8,414万7千円（9.4％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

消防費 1億5,208万5千円（5.0％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

土木費 1億4,023万5千円（4.7％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

農林水産業費 4,098万5千円（1.4％）
農林業の振興のために使われる経費

議会費 4,528万1千円（1.5％）
議会の運営のために使われる経費

商工費 3,017万1千円（1.0％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

その他 582万円（0.2％）
（　）内は構成比

総務費 7億3,832万円（24.5％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

◎歳　出 ◎歳　入

30億1,159万8千円（前年度比 ＋ 4.0％）

一　般　会　計

特　別　会　計

 問合せ 　総務課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

国民健康保険特別会計
9億2,536万4千円
（前年度比　△2.3％）

介護保険特別会計
6億6,445万円

（前年度比　＋7.6％）

後期高齢者医療特別会計
8,564万5千円

（前年度比　＋1.7％）

※事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、
町民生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてまい
ります。

【自主財源と依存財源】…町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付され
たり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

平成 年度当初予算の概要平 年度当初予算の平成25年度当初予算の概要平成25年度当初予算の概要
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　第１９回秩父郡市郷土かるた大会が、長瀞町中央公民館
で開催されました。当日は、町大会の上位４チームが参加
して熱戦を繰り広げました。個人戦は決勝に栗山椋君が出
場しましたが、準優勝でした。団体戦には、一支部・二支
部・六支部・上三区が出場し、六支部が準優勝、二支部が
第３位に入賞しました。 【２月１０日】
個人戦出場者　石

いし

原
はら

　凛
りん

・梶
かじ

野
の

麻
ま

依
い

・山
やま

口
ぐち

瑠
りゅう

大
た

写真は、前列左から　浅
あざ

見
み

青
そ

空
ら

・栗
くり

山
やま

　椋
りょう

　　　　後列左から　野
の

本
もと

佳
か

穂
ほ

・小
お

瀧
たき

楓
ふう

華
か

・杤
とち

原
はら

里
り

佳
か

子
こ

秩父郡市郷土かるた大会

　平成２４年度長瀞町スポーツ賞授与式が、
受賞者４６名が参加し、中央公民館で開催さ
れました。金賞には、個人１９名と５団体、
銀賞は個人４名と５団体が選ばれました。
　式典最後には、受賞者を代表して功労賞受
賞の大

おお

沢
さわ

貴
たか

之
ゆき

氏（空手道スポーツ少年団）よ
りお礼の言葉を述べられました。
 【３月９日】

スポーツ賞授与式

金賞受賞者一同

　子育て家庭の応援、少子高齢化対策とし
て、紙おむつ排出用ごみ袋（指定有料ごみ
袋）を支給します。
◆対 象 者
　・０歳から３歳の誕生月までの乳幼児
　・町の「紙おむつ支給事業」の対象者
◆支給枚数
　　１人につき可燃ごみ２０ℓ袋（中型）
を１か月５枚、年間６０枚

　※申請月からの支給になりますので、４
月中にお越しください。

◆配付方法
　・健康福祉課窓口で配付します。
　・乳幼児での対象の方は、世代間交流支
援センター「ひのくち館」でも配付し
ます。（ひのくち館は午前中のみ）

◆持参するもの
　　乳幼児での対象の方は、町から配付さ
れた支給カードをお持ちください。

指定有料ごみ袋を支給します

 問合せ 　健康福祉課福祉担当　☎６６・３１１１　内線１３２、１３３

　中学生までのお子さんや妊娠中の方がいるご家庭を対象に、
地域、企業、行政が一体になって子育て家庭を応援する、子育
て家庭優待制度「パパ・ママ応援ショップ」事業を実施してい
ます。
　現在、県内１,０００店舗を超える協賛店で利用でき、「優待
カード」を提示すると、代金の割引きやポイントの加点などの
特典が受けられます。
　現在お持ちの優待カードの有効期限は、３月３１日㈰までで
す。次により配付します。

対 象 者 　
　中学生までのお子さんがいる家庭、妊娠中の方がいる家庭

配付方法 　 
　町内各保育園、幼稚園、小・中学校に通っているご家庭には、
4月中に保育園、幼稚園、小・中学校を通して配付します。
　その他の方は、健康福祉課窓口、世代間交流支援センター「ひ
のくち館」で配付します。（ひのくち館は午前中のみ）
※  配付の際は、お子さんの年齢が確認できるもの（母子健康
手帳など）をご持参ください。

子育て家庭優待制度
「パパ・ママ応援ショップ優待カード」

※優待カードとごみ袋を同時に受給していただくと、ごみ袋の支給カードで対象者の確認ができますので、ご一緒に
お済ませください。
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　皆野・長瀞上下水道組合では、清潔で快適な生活環境の実現と美しい水環境を保全するため、公共下水道の
整備を進めています。４月１日㈪から下水道区域以外の地域でも合併浄化槽の整備を実施することとなり、公
共下水道整備計画区域外の地域で、浄化槽の新規設置や単独浄化槽などから転換する場合、組合が設置・維持
管理をする市町村整備型事業となります。申込みの手続きは下記の指定工事店に依頼してください。

浄化槽市町村整備型事業指定工事店一覧

森林の土地の所有者となった方は町に届け出が必要です森林の土地の所有者となった方は町に届け出が必要です
　森林法が改正され、新たに森林の土地の所有者となった旨の届出制度が設けられました。
届出の対象となる森林
　　県が作成した地域森林計画の対象となっている森林（登記上の地目で無いことに注意）で、面積が小さく
ても届出の対象となります。
　※届出の対象森林かどうかは、地域整備観光課産業観光担当で確認できます。
　※国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出をした場合は必要ありません。
届出の原因
　　新たに森林の土地所有者となった原因は、売買、相続、贈与、遺贈、交換、無償譲渡、法人の買収や合併
などいかなる事由も届出の対象となります。
届出の義務者
　　個人又は地方公共団体を含む法人
届出の提出期限
　　新たに、土地の所有者となった日から９０日以内に土地の存する町長に届出をする必要があります。
届出書類
　　森林の土地の所有者届出書
届出書の添付書類
　・所有権の取得が分かる書類：登記事項証明書、売買契約書、相続分割協議の目録等が必要になります。
　　（写しも可）
　・位置図（大まかな位置の分かるもの）

 問合せ 　地域整備観光課産業観光担当　☎６６・３１１１　内線２３３

工　事　店　名 電話番号 工　事　店　名 電話番号
シンテック㈱ ６６・０４５７ 黒澤窯業㈲ ６２・０１５２
㈲浅見管工 ６５・０５３６ ㈲髙橋工務店 ６６・１１１８
㈱一志工業 ６６・３０４３ ㈱岡田工務店 ６２・３２３６
㈱中村工務店 ６２・０４５８ ㈲長瀞土木 ６６・２４８７
町田鉄工所 ６２・０３０４ ㈲秩北給排水サービス ６６・２２１１
㈲新井水道設備 ６２・４５２５ 樋口水道設備 ６６・２０３５
㈲黒澤鉄工所 ６２・０１２６ 髙田電気興業 ６６・２６０５
㈲河内電設 ６２・０７５４ ㈲伊藤衛生社 ６２・０５２８
㈱ヒマワリ建設 ６６・３０６１ ㈲黒澤水道設備（皆野支店） ６２・４６８６
金室住宅設備工事店 ６２・５３９５ 添田設備 ６６・１６９３

 問合せ 　皆野・長瀞上下水道組合（長瀞浄化センター内）　☎６６・０７４７

浄化槽市町村整備型事業指定工事店のお知らせ浄化槽市町村整備型事業指定工事店のお知らせ

　将来にわたり、水源地域を保全し水の供給源としての水源地域の機能の維持等を図る目的で、水源地域内の
土地の所有権等の移転などについて条例が定められました。

 問合せ 　県秩父農林振興センター　☎２４・７２１５

届出対象　　県が指定した水源地域内の森林で地目が山林・原野・保安林の売買、贈与、
　　　　　　地上権の設定など（相続は対象外です）
届 出 者　　土地所有者など土地に関する権利をお持ちの方
届出時期　　土地売買等の契約を締結しようとする３０日前まで
届 出 先　　最寄りの県林務関係機関
記載内容　　当事者の氏名、住所、土地の所在地・面積・利用目的など
適用除外　　国、地方公共団体、森林整備法人への権利の移転の場合は届出不要です

埼玉県水源地域保全条例により埼玉県水源地域保全条例により
水源地域における森林の土地取引に事前届出が必要になりました水源地域における森林の土地取引に事前届出が必要になりました



問合せ　健康福祉課健康担当　☎66・3111　内線134､135

健康福祉課

福祉担当

☎66・3111

内線132、133

66・3564
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　各予防接種とも下線部が変更内容です。

１．ヒブワクチン・肺炎球菌ワクチン・子宮頸がんワクチンが定期接種になります。
　任意接種（希望者が接種）から定期接種（対象者は受けるよう努める）に変更になります。
　接種方法等は任意接種時と変更はありませんが、下の表を見て確認してください。
種別 接種対象年齢 標準的な接種年齢 ワクチン 接種回数 接種方法 予約方法

ヒ
ブ
生後２か月以上５歳に至
るまで（５歳の誕生日前
日まで）

・初回接種開始：生後２か月
以上７か月未満
・追加接種：初回最終回から
７か月以降１３か月未満

不
活
化
ワ
ク
チ
ン

接種開始月齢により回数が異なる
　２か月以上７か月未満：計４回
　７か月以上１歳未満：計３回
　１歳以上５歳未満：計１回 医

療
機
関
で
個
別
接
種

指
定
医
療
機
関
に
予
約

肺
炎
球
菌

生後２か月以上５歳に至
るまで（５歳の誕生日前
日まで）

・初回接種開始：生後２か月
以上７か月未満

・追加接種は生後１２か月以
降１５か月未満

接種開始月齢により回数が異なる
　２か月以上７か月未満：計４回
　７か月以上１歳未満：計３回
　１歳以上２歳未満：計２回
　２歳以上５歳未満：計１回

子
宮
頸
が
ん

小学校６年生から高校１
年生の女子

中学１年生
＊中学１年生に中学校を通じ
て予診票を配付する予定

計３回
＊ワクチンが２種類あり、使用ワ
クチンにより接種間隔が異なる

＊詳細は対象者に配付する説明書
をご覧ください

＊ヒブ・肺炎球菌の予診票は、接種開始年齢により必要枚数が異なるため、役場健康福祉課で配付します。

２．その他の予防接種
　　１）ＢＣＧの接種対象月齢が変わります。対象者には赤ちゃん訪問でご説明します。
　　　変更前：出生直後から６か月未満
　　　変更後：生後１歳未満　　＊標準的な接種期間は生後５か月以上８か月未満
　　２）日本脳炎の積極的勧奨年齢が拡大されます。対象者には個別に通知します。
　　　第２期の接種対象：高校３年生（平成７年４月２日～平成８年４月１日生）
　　３）不活化ポリオの追加接種が平成２４年１０月２３日より定期接種になりました。
　　　平成２５年度に追加接種対象になる方には、予診票を郵送します。

　定期予防接種は、接種対象年齢内に定められた接種間隔で接種した場合が対象となります。規定接種間
隔外で接種した場合、任意接種（予防接種健康被害救済制度や費用補助の対象外）となる場合があります
ので、ご注意ください。
　体調不良等特別な事情により接種出来なかった場合は、予診票の余白に接種出来なかった理由をご記入
のうえ、接種医にご相談ください。

平成２５年４月１日㈪から予防接種法が変わります平成２５年４月１日㈪から予防接種法が変わります
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　　　　② 住んで良かったと思える土
地の見つけ方

　　　　③ 今、考えたり、困っている
事相談会

費　用　無料
問合せ　㈳埼玉県建築士事務所協会
　　　　秩父支部　廣瀬・荻谷
　　　　☎２２・１７９２

らくご人形劇公演
　子どもの情操教育に、日本の古典芸
能である落語を子どもたちに親しみや
すい人形劇で演じ、大人も子どもも一
緒に楽しめる演目をお届けします。
日　　時　４月２０日㈯
　　　　　午前１１時～正午
　　　　　午後１時３０分～２時３０分
　　　　　（２回公演）
場　　所　ムクゲ自然公園　文芸館
内　　容　らくご人形劇「あたまやま」
　　　　　腹話術「ねずみのチュー吉」
対 象 者　３歳から大人まで
募集人数　８０～１００名
費　　用　３歳以上　前売券５００円
　　　　　　　　　　当日券７００円
　　　　　（３歳未満入場無料）
問 合 せ　劇団にんぎょう畑　川田
　　　　　☎７５・２０３２

 「森は歌う　七色の声で．．．」
　笛奏者　オマタタツロウ　コンサート
日　時　５月５日㈰　午後１時～
場　所　花の森音楽堂（ムクゲ自然公園内）
費　用　大　　人　 ２，０００円
　　　　小中学生　　　５００円
　　　　幼児以下　　　　　無料
問合せ　花の森こども園
　　　　☎６２・４５４５

募　集
ホストファミリー

　ワンナイトステイ事業（１泊２日）
として、外国人の日本語教師を受け入
れていただけるご家庭（ホストファミ
リー）を募集しています。

対　象　日 申込期限
６月　８日㈯～　９日㈰ ４月１５日㈪
７月２７日㈯～２８日㈰ ６月１４日㈮
８月１０日㈯～１１日㈰ ６月２８日㈮

問合せ　総務課自治振興担当
　　　　☎６６・３１１１　内線２１５

スポーツ少年団新団員
　町スポーツ少年団では、新団員を募
集します。対象は、小学生から高校生
です。（高校生は一部の団体のみ）
　入団希望の方は、次の団体代表者へ
連絡をお願いします。
・  長瀞ジャイアンツスポーツ少年団
（野球）
　　小島　博明　　☎６６・１１１０
・長瀞町空手道スポーツ少年団
　　平　　和也　　☎６６・０１１０
・修心館剣道スポーツ少年団
　　小笠原　正人　☎６６・３４３５
・ＦＣ長瀞スポーツ少年団（サッカー）
　　四方田　美徳　☎６６・２７９０
・長瀞ミニバスケットボールクラブ
　スポーツ少年団
　　櫻井　　徹　　☎６６・３０７０
・長瀞スターズソフトボールスポーツ
　少年団
　　大野　智弘　　☎６６・３１９４
問合せ　中央公民館
　　　　☎６６・１８００

第３３回はつらつ長瀞ゴルフ大会
と　　き　５月６日（月・祝）
場　　所　埼玉長瀞ゴルフ倶楽部
対 象 者　町内在住在勤者及び
　　　　　当町関係者
参 加 費　２，５００円
プレー費　８，０００円（昼食代込）
競技方法　新ペリア方式
申込期限　４月２１日㈰
申込み・問合せ
　　　　　ゴルフ大会事務局
　　　　　（黒沢ガラス店）
　　　　　６６・３２４６

生徒・児童の走り方教室
　走り方の基礎ができていない方のため
に、基本を指導します。運動会に向けて
のタイムアップ向上を目指しましょう。

日　時　４月１３日、２０日、２７日
　　　　（いずれも土曜日）
　　　　午前９時３０分～１１時３０分
場　所　長瀞第一小学校校庭
定　員　先着３０名
講　師　 村田徹也氏（スポーツ少年団

本部長）ほか
費　用　無料
持ち物　運動靴、タオル、飲料水
申込み　 ４月３日㈬以降に、中央公民

館窓口で受付けます。
問合せ　中央公民館
　　　　☎６６・１８００

お知らせ
スポーツ安全保険

　スポーツ、文化、ボランティア、地
域、指導活動などを行なう５人以上の
アマチュア団体が加入できます。
　加入希望の団体は、郵便局又はイン
ターネット（http://www.sportsanzen.
org）でお申し込みください。
　申込用紙は、中央公民館及び教育委
員会（役場３階）でお配りします。
問合せ　中央公民館
　　　　☎６６・１８００

 コミュニティー（仲間）にとけ込み生活に
失敗しない方法がわかるセミナー＆相談会

日　時　４月１４日㈰
　　　　午後１時３０分～４時
場　所　ヤオコー上野町店
内　容　① 知って得するご近所付き合

いと家づくりの方法

　埼玉西武ライオンズでは、長瀞町に在住、在勤、
在学の皆さまを対象とした感謝デーを実施し、地域
限定の割引入場券を感謝価格でご提供します。
日　　時　５月６日（月・祝）午後１時試合開始
　　　　　（午前１０時に入場券販売開始予定）
と こ ろ　西武ドーム（内野指定席Ｃ）
対戦相手　北海道日本ハムファイターズ
費　　用　１，２００円（１・３塁選択可、大人・こども共通）
購入方法　 西武ドームチケットセンター窓口又はライオンズストアに

て、長瀞町に在住・在勤・在学とわかるもの（免許証、社員
証、学生証など）をご提示ください。

 問合せ 　埼玉西武ライオンズインフォメーションセンター 
☎０５７０・０１・１９５０ 

午前１０時～午後６時（土・日曜日、祝日を除く）

埼玉西武ライオンズ感謝デー
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今月今月のの
介護保険料介護保険料

■特別徴収（平成２５年度第１期）　※今月支給される年金から天引きされます。

■普通徴収（平成２４年度随時第２期）　※納期限は４月30日㈫です。
　※口座振替をご利用の方は４月２６日㈮が振替日となりますので、残高をご確認ください。
　※介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか。介護保険料を滞納すると、滞納

期間に応じて保険給付の制限を受ける場合があります。介護サービスが必要となった
ときに安心してサービスを利用できるよう、保険料の納付にご協力をお願いします。

 問合せ 　健康福祉課介護保険担当　☎６６・３１１１　内線１２４

国民年金保険料が後払いできる

　学生の皆さんも、２０歳になったら、必ず国民年金に加入し、保険料を納めることが法律で義務付けられています。
　しかし、学生本人の収入が一定額以下のときには、申請により保険料の納付が猶予される学生納付特例制度があり
ます。
申請手続き
申請先　秩父年金事務所又は役場町民課
持ち物　学生証、印鑑、年金手帳
　前年度に学生納付特例が承認され、翌年度も引き続き同一の学校に在学される方には、　日本年金機構から申請
書（はがき形式）が送られます。翌年度の手続きは、その申請書に必要事項を記入して、日本年金機構埼玉事務
センターへ提出するだけです。
※ 在学する学校などが変わった方は、はがき形式の申請書では申請を行えませんので、改めて窓口で申請してく
ださい。

対象になる学生
　大学（大学院）、短大、高等学校、専修学校及び各種学校（※１）などに在学する２０歳以上の学生（※２）が対象です。
　本人の前年所得が１１８万円を超えるときは、この特例の対象になりません。（学生に扶養親族がいる場合、限
度額は引き上げられます。）
　（※１） 各種学校の対象は、学校教育法に規定される各種学校（修業年限１年以上）です。また、文部科学大臣が指定した課程の海

外大学（日本分校）の学生の方も含まれます。
　（※２）夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれます。

申請して認められると
　この特例の対象期間は、年金額には反映されませんが、老齢基礎年金の受給資格期間に算入されます。また、
事故や病気で障害が残った場合に、障害基礎年金が支給されます。死亡の場合は、遺族（「子のある妻」と「子」）
に遺族基礎年金が支給されます。
　学生納付特例期間の保険料は、１０年以内であれば、申出により追納することができます。追納する保険料の
額は、承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗
せされます。

 問合せ 　秩父年金事務所　☎２７・６５５９

　次に該当する場合１４日以内の届け出が必要です。
○国民健康保険加入者の方が、就職し職場の健康保険に加入したときや扶養認定されたとき（職場の健康保険証・
国民健康保険証・印鑑持参）

○他の市町村に住所を異動するとき（国民健康保険証・顔写真入りの本人確認ができるもの（運転免許証など）・印鑑持参）
○職場を退職し国民健康保険に加入するとき（健康保険資格喪失連絡票・顔写真入りの本人確認ができるもの（運
転免許証など）・印鑑持参）

※６０歳未満の方は年金手帳も一緒にお持ちください。また６５歳未満で年金受給者の方が国民健康保険に加入す
る際には、年金証書もお持ちください。

　※新しい保険証を受けとり後、医療機関等を受診の際は必ず新しい保険証を提示してください。
　※ 国民健康保険の資格がないにもかかわらず、保険証を使用して受診した場合、町へ医療費の返還をしていただく

ことになりますので、ご注意ください。
 問合せ 　町民課給付担当　☎６６・３１１１　内線１２３

国民健康保険の手続き（届出）を忘れずに国民健康保険の手続き（届出）を忘れずに

学 生 納 付 特 例 制 度学 生 納 付 特 例 制 度
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人のうごき 平成25年3月1日現在（前月比）
２月中の届出

人　口 7,685人 (+ 1) 転　入 17人
男 3,749人 (+ 5) 転　出 13人
女 3,936人 (- 4) 出　生 3人 (男2人・女1人)
世帯数 2,871戸 (+21) 死　亡 6人 (男3人・女3人)

紙おむつを支給します紙おむつを支給します

　医療費削減のため、国民健康保険被保険者を対象に「ジェネリック医薬品差額通知」を送付します。ジェネ
リック医薬品に切り替えることで、自己負担額が安くなることはもちろん、町国民健康保険全体の医療費削減
にもなります。通知が届いた方は、ジェネリック医薬品への切り替えをご検討ください。
●差額通知とは…
　現在処方されている先発医療品をジェネリック医薬品に切り替えた場合、薬剤費の自己負担額がどのくら
い軽減できるかをお知らせする通知です。
●通知対象者
　生活習慣病などで薬を服用されている被保険者の方で、ジェネリック医薬品に切り替えた場合、一定額以
上薬代の軽減が見込まれる方を対象とします。

 問合せ 　ジェネリック医薬品コールセンター　 ０１２０・５３・０００６
受付時間　午前９時から午後５時まで（土・日曜日、祝日を除く）

ジェネリック医薬品使用促進のための「差額通知」を送付しますジェネリック医薬品使用促進のための「差額通知」を送付します

●対象となる方
　　町内に住んでいて、常におむつを必要とする在宅の方で、次のいずれかに該当する町民税非課税の方
　◎４０歳以上の要介護認定を受けている方で、区分が要介護３以上に認定された方
　◎身体障害者手帳の交付を受けている方で、肢体不自由で１・２級の方か、ぼうこう直腸機能障害がある３歳
以上の方

　◎療育手帳の交付を受けている方で、Ⓐ・Ａの障害がある３歳以上の方
●申　　請
　　紙おむつの支給を希望される方は、健康福祉課に申請してください。
　※既に紙おむつの支給を受けている方は、申請の必要はありませんが、ごみ袋の支給については申請が必要です。
●支給方法
　　紙おむつの支給は、町が委託した業者が各家庭に配達します。また、紙おむつの支給は１か月あたり
3,150円相当分が支給の限度となりますので、その金額を超える場合は、自己負担となります。

 問合せ 　健康福祉課地域包括支援センター　☎６６・３１１１　内線１２７、１２８
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○医師会休日診療所の診療時間は午前10時から
午後５時まで。

○休日診療所以外の医療機関は午前９時から午後
６時まで。ただし、※印の病院は午後６時以降、
電話で確認の上、受診してください。

○平日、休日の救急医療体制については秩父郡市
医師会ホームページでもご確認いただけます。

　http://chichibu-ishikai.jp/
○医療機関の都合で変更になることがあります。
　秩父消防署北分署
　☎62・7119でご確認ください。

　救急医療や産科医療は昼夜を問わない過酷な医療現場であり、そこに携わる医師・看護師などの医療スタッフ
が厳しい勤務環境の中で対応しています。
　こうした中で、医療体制の維持が困難になっている地域もあり、秩父地域も例外ではありません。秩父地域で
も、病院や診療所の努力により厳しい状況の中で医療体制が維持されています。
　全国的にコンビニ受診や、妊婦健診を受けずに出産するといったことが問題になっていますが、医療体制の維
持のためには、住民一人ひとりが救急医療や産科医療を正しく理解し、適正に利用するという心がけと協力も必
要です。

◆秩父地域の救急医療体制
　　初期救急医療体制と第二次救急医療体制が整備されています。
◆初期救急医療体制とは
　　外来で対処できる比較的軽症の救急患者さんに対応するもので、秩父郡市医師会が運営する休日診療所と在
宅当番医制や平日夜間小児初期救急があります。
◆第二次救急医療体制とは
　　夜間や休日に急病やケガで入院治療が必要になる場合に対応するもので、現在、秩父地域内の３病院が輪番
制で受け持っています。
　※詳しくは広報や町ホームページ、秩父郡市医師会ホームページに掲載されています。

秩父地域で分娩ができる医療機関
　　現在、秩父地域内では１診療所のみとなっています。分娩ができる近隣の医療機関については下記までお問
い合わせください。

　 問合せ 　健康福祉課健康担当　☎６６・３１１１　内線１３６

安心して住める安心して住める
　医療環境を守りましょう　医療環境を守りましょう

税務課・町民課窓口
●窓口業務延長日　午後７時まで時間延長
　４月５日・19日㈮

●日曜開庁日　午前９時～午後５時
　４月28日㈰
◆税務関係諸証明の交付　◆納税　◆住民票の交付
◆戸籍謄本・抄本の交付　◆印鑑登録、印鑑証明書の交付
※住基ネットを利用した住民票の広域交付はできません。

みんなで心がけて、秩父地域の医療を守りましょう
●「かかりつけ医」「かかりつけ歯科医」を持ちましょう
●なるべく身近な医療機関を通常の診療時間内に受診しましょう
●妊娠中は妊婦健診を受けましょう
●感謝の気持ちを持って受診しましょう

とき 当番医 所在地 電話番号

４月７日
　医師会休日診療所（内・小）
　荒舩医院（内・外）
※秩父市立病院

熊 木 町
横 瀬 町
桜 木 町

☎23－8561
☎24－0160
☎23－0611

４月14日
　医師会休日診療所（内・小）
　小鹿野中央病院（内・外・整形）
　皆野病院

熊 木 町
小鹿野町
皆 野 町

☎23－8561
☎75－2332
☎62－6300

４月21日
　医師会休日診療所（内・小）
　石塚クリニック（内・呼）
　皆野病院

熊 木 町
大 野 原
皆 野 町

☎23－8561
☎22－6122
☎62－6300

４月28日
　医師会休日診療所（内・小）
　石塚内科胃腸科医院（内・胃）
※秩父病院

熊 木 町
下 影 森
和 泉 町

☎23－8561
☎24－5010
☎22－3022

４月29日
　医師会休日診療所（内・小）
　片田医院（外・内）
　皆野病院

熊 木 町
下 影 森
皆 野 町

☎23－8561
☎22－1801
☎62－6300

５月３日
　医師会休日診療所（内・小）
　あさひ診療所（内・外）
※秩父市立病院

熊 木 町
本 町
桜 木 町

☎23－8561
☎21－5001
☎23－0611

５月４日
　医師会休日診療所（内・小）
　健生堂医院（外・内）
※秩父病院

熊 木 町
東 町
和 泉 町

☎23－8561
☎22－0270
☎22－3022

５月５日
　医師会休日診療所（内・小）
　南須原医院（内・外）
※秩父市立病院

熊 木 町
長 瀞 町
桜 木 町

☎23－8561
☎66－2038
☎23－0611

５月６日
　医師会休日診療所（内・小）
　あらいクリニック（内・小）
　皆野病院

熊 木 町
本 町
皆 野 町

☎23－8561
☎25－2711
☎62－6300


